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小 論 文 問 題 

（教養学部 人間科学科） 

 

 

次の文章を読み、設問に答えなさい。 

 

世界の人口が 80 億人を超えた。途上国を中心に今後も増え続ける一方、先進国は人口減対策を

迫られている。適正な人口規模を維持することは、各国共通の課題だ。 

 国連によると、世界人口はこの 11年間で 10億人増えた。2037年頃に 90億人、58年頃には 100

億人を突破する見通しだ。 

 人口が今後増加する分の半数以上が、インドやエジプト、エチオピア、フィリピンなどの 8か国

に集中し、インドは来年、中国を抜いて世界最多になるという。 

 人口増に伴う生産や消費の拡大で、より多くの資源が必要となり、温室効果ガスの排出量も増え

るのは避けられない。持続可能な地球環境をどう実現していくかが問われることになる。 

 とりわけ深刻なのは、サハラ砂漠以南のアフリカ諸国だ。 

 これまでの、出生数と死者数が共に多い「多産多死」の傾向が、近年は死者数が減って「多産少

死」に移行し、人口が増えた。保健医療の向上による乳幼児の死亡減と平均寿命の延びが背景にあ

る。 

 人口増は、生産力や購買力を高め、経済を成長させる原動力となる。ただ、現状は、過度の増加

に教育や資源の配分が追いつかず、貧困から脱却できない国が多い。汚職の横行など、政府の統治

能力の欠如も問題視されている。 

 アフリカのエチオピアは過去 30 年で人口が倍増し、電力供給を拡大するため、ナイル川上流に

巨大ダムを建設した。2年前に貯水を始めたところ、下流に位置するエジプトやスーダンが反発し、

水資源を巡る対立に発展している。 

 人口増が、貧困の深刻化や紛争につながらないよう、国際社会の支援と関与が不可欠だ。家族計

画の普及や、女性の教育・就業の機会の拡大が、人口爆発を防ぎ、豊かな社会の実現にもつながる。

そうした理解を広げたい。 

 一方、主要先進国は、出生数が減り、少子高齢化に直面している。先例がない事態に対し、即効

薬を見いだしにくいのが現状だ。 

 スウェーデンは、長期の育児休業制度、休業中の収入保障、児童手当などを組み合わせ、出生率

上昇につなげた。ドイツも同様の政策や移民の増加で、人口減に歯止めをかけたという。各国の実

情に合った取り組みが必要になる。 

 日本は約 10 年前から人口減が急速に進んでおり、世界が対策を注視している。政府は、結婚や

出産を控える若い世代の意識と経済状況をしっかり分析し、希望を抱けるような政策を進めてほし

い。 

出典：「社説」読売新聞・朝刊(2022年 11月 27日) 

 

設問 1 この文章を 200字以内で要約しなさい。 

設問 2 波線部と関わって、若い世代が希望を抱けるような政策としてどのようなものがあるでし

ょうか。本文の内容をふまえつつ、あなたの考えを 600字以内で述べなさい。 

 

注意 

（1）答案用紙には受験学科・受験番号だけを記入し、氏名は絶対記入しないこと。 

（2）答案は横書きとし、問題の字数に従い解答すること。 

（3）答案は 1行目から本文を書き始め、問題は書かないこと。 
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